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研究の背景と目的

降雪量の増加（記録的大雪）

効率的な除雪が必要
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• 交通や経済の麻痺
• 事故の誘発
• 除雪コストの増加（平成２４年度総

務省が除雪などを念頭に交付した
金額は1,876億円、産経新聞より）

• 交通や経済の維持、事故の抑制
• 除雪コストの削減
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オープンソースハードウェアとセンサーネットワークにて，リアルタイムに
センシングされた積雪データを基に最適な除雪経路を計算し、積雪データ
とともにインターネットに公開する除雪支援システムを開発

目的

積雪への備え、除雪の準備









今後の取り組みと波及効果

• センサーネットワークの範囲拡大→市町村レベルでの積雪計測

• 小型カメラを利用した積雪の確認→目視による積雪の確認

• 実証実験における除雪支援システム全体の運用
• 様々な方に使っていただいたうえでの改善や効果的な利用の模索
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想定している波及効果

除雪管理者

除雪従事者 一般の人

積雪の監視
除雪コストに関する見通し改善

積雪の監視
除雪作業の効率化

積雪の監視
除雪の確認

除雪コストの低減、交通や経済活動の維持、事故の抑制

開発した
除雪支援
システム


